
ＲＡＣコードについて
ＲＡＣコードは，国際団体CropLife Internationalがとりまとめ，農薬の有効成分をその作用点
や作用構造で分類したものです。抵抗性・耐性の発生を防ぐため同一コードの薬剤の連用をさける
ことを勧めています。詳しくは，農薬工業会のHPをご覧ください。

本書に「殺虫剤」「殺菌剤」「殺虫殺菌剤」として掲載されている薬剤についてＩＲＡＣコード（殺虫剤の作用機構
分類）とＦＲＡＣコード（殺菌剤の作用機構分類）を記載しています。
（除草剤，植物成長調節剤，殺そ剤等の有効成分でＩＲＡＣ・ＦＲＡＣコードのある成分はありますが本書では示していません。また，殺虫成
分アシノナピル，オキサゾスルフィル，ベンズピリモキサンは，コードが未確定のためＩＲＡＣコード欄は空欄です。）

単剤はその有効成分の単一のコードを，混合剤はそれら有効成分の複数のコードを種類名に記載の順にカン
マ（，）で区切り示しています。ハイフン（－）は，ＲＡＣコード対象外の有効成分です。農薬工業会が作成してい
るＲＡＣコード検索表にならったフェロモン剤，生物剤，天敵剤等になります。 

昆虫，ダニ類を防除する化学農薬，生物農薬などのすべての薬剤が対象です。線虫専用剤，
行動制御剤，捕食性昆虫・ダニ類は含まれていません。
主に植物保護用途の殺菌剤（殺バクテリア剤を含む）が対象です。

ＲＡＣコードの見方

ＲＡＣコード対象

クミアイ農薬総覧でのＲＡＣコードの記載

ＩＲＡＣコード

ＦＲＡＣコード

 ： 

 ： 

単剤の例

単剤の例

混合剤の例

殺菌剤の有効成分を一つだけ含むものの
コードを表記

殺虫剤の有効成分を一つだけ含むものの
コードを表記

種類名に記載の有効成分順にコードを表記。
この場合，有効成分が４種の混合剤

例）エバーゴルワイド箱粒剤　殺虫殺菌剤
　　種類名 ： イミダクロプリド・クロラントラニリプロール・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤

https://www.jcpa.or.jp/labo/mechanism.html

種類
IRAC欄の表記    
FRAC欄の表記

イミダクロプリド  ・  クロラントラニリプロール  ・  イソチアニル  ・  ペンフルフェン
４A　　　  ，　　　　    ２８　　　     　，　　　　　　　，

    ，　　　　　　　　　　       ， 　P０３（P３）   ，　        ７
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